
 

医療計画中間見直しにおけるポイント（救急医療） 

 
１ 見直しのポイント 

項 目 
「救急医療の体制構築に係る指針」に 

記載のポイントと記載箇所 
県の対応 

第２ 医療体制

の構築に必要な

事項 

救命救急センターは、災害時に備

え、災害拠点病院と同様に自家発電

機（備蓄する燃料を含む。）、受水槽

（備蓄する飲料水を含む。）を保有

することが望ましい。（Ｐ36） 

本県の救命救急センターは、

災害拠点病院にも指定され

ており、既に自家発電機（備

蓄する燃料を含む。）、受水槽

（備蓄する飲料水を含む。）

を保有していることを記載

する。（Ｐ131） 

 

２ 現状把握のための指標 

厚生労働省が運営する医療計画の見直し等に関する検討会が令和２年３月

31 日付けで発出した「第７次医療計画の中間見直し等に関する意見のとりま

とめ」にて、救急医療においては、現状把握に必要な指標例を追加すること

が示されているため、「救急要請（覚知）から救急医療機関への搬送までに要

した平均時間」を追加する。 
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前回協議の論点 

～心肺機能停止患者の１か月後の生存率の低下について～ 

 

１ 数値目標の現状 

項 目 策定時(A) 現状値(B) 増減(B-A) 

心肺機能停止患者の 

１か月後の生存率 

10.9％ 

( 2016 年) 

10.5％ 

( 2019 年) 
▲0.4 p 

 

２ 分析 

 救急隊による心肺蘇生開始までの時間が 10 分を経過すると、心肺機能停止患

者の１か月後の生存率は低下する傾向がある（参考資料１参照）ため、救急隊

が心肺停止を開始するまでの時間に着目し、以下のとおり分析を行った。 

 

（１）救急隊の対応（通報後） 

・救急隊が通報を受けてから現場に到着するまでの平均時間については、

大きな変動なし。（参考資料２参照） 

・メディカルコントロール推進作業部会やメディカルコントロール協議会

においても特段の指摘なし。 

 

 分析可能な範囲においては、救急隊が通報を受けてから現場に到着する

までの対応について、特段の問題はないと思われる。 

 

 

１か月後の生存率向上を果たすため、より詳細な分析を行うことで、メ

ディカルコントロール体制の更なる充実強化を図る 

 

 

（２）一般市民（バイスタンダー）への働きかけ（通報前） 

・2019 年（令和元年）においては、目撃から通報までに 10 分以上要した患

者数が増加。 

・「１か月後の生存率」と｢『一般市民により心肺停止の時点が目撃された

心原性の心肺機能停止患者数』に占める『目撃から通報までに 10 分以上

要した患者数』の割合｣には逆相関の関係があると考えられる。（参考資

料３参照） 

 

１か月後の生存率の低下の要因は、目撃から通報までに時間を要したた

めに救急隊が心肺蘇生を開始するまでの時間が遅くなったケースの増加 

 

 

 119 番の適正利用等、救急医療・救急業務に対する県民の正しい理解と認

識を更に深める必要性あり 
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３ 今後の取組 

  メディカルコントロール体制の更なる充実強化のため及び救急医療・救急業

務に対する県民の正しい理解と認識を更に深めるため、以下の取組を実施 

 

（１）評価指標を用いた地域ごとの状況把握 

消防庁通知に基づき、PDCA を通じたメディカルコントロール体制の改善を

行うことができるよう、まずは、各地域が評価指標により地域の状況を定量

的に把握し、指標の測定結果を用いて自地域の経年比較を行うことで、更な

る知見の集積を図る。（参考資料４参照） 

 

 

（２）啓発の継続・充実 

・ 消防機関や医療機関の協力を得ながら、救急の日を利用した啓発（119 番の

適正利用等）を継続。 

・ 救急の日を利用した啓発に静岡県の SNS(LINE、Twitter、Facebook）を活用。 
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救急隊による心肺蘇生開始までの時間 

 
救急隊による心肺蘇生開始までの時間が 10 分を経過すると１か月後生存率、

１か月後社会復帰率は低下する傾向にある。 

 

 
（令和２年度救急救助の現況（消防庁ＨＰ）より） 

 

※10 ヵ年累計：平成 22年～令和元年 
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１か月後の生存率と救急隊が現場に到着するまでの平均時間 

 

１か月後の生存率 

2015 2016 2017 2018 2019  
H27 H28 H29 H30 R1 

一般市民により目撃された 

心肺機能停止患者数(人)(Ａ) 
736 809 807 784 768 

１ヵ月後の生存者数(人)(Ｂ) 89 88 92 103 81 

１ヵ月後の生存率（Ｂ／Ａ） 12.1％ 10.9％ 11.4％ 13.1％ 10.5％ 

 

 

救急隊が現場に到着するまでの平均時間 

2015 2016 2017 2018 2019  
H27 H28 H29 H30 R1 

救急隊が現場に到着するまで

の平均時間（分） 
8.6 8.7 8.6 8.7 8.7 

 

 

１か月後の生存率と救急隊が現場に到着するまでの平均時間 
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⇒2015 年～2019 年までに大きな変動はなく、１か月後生存率との相関性もなし 
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１ヵ月後の生存率と目撃から通報までの時間 
 
１ヵ月後の生存率 

2015 2016 2017 2018 2019  
H27 H28 H29 H30 R1 

一般市民により目撃された 

心肺機能停止患者数(人)(Ａ) 
736 809 807 784 768 

１ヵ月後の生存者数(人)(Ｂ) 89 88 92 103 81 

１ヵ月後の生存率（Ｂ／Ａ） 12.1％ 10.9％ 11.4％ 13.1％ 10.5％ 

 
目撃から通報までに 10 分以上を要した患者数の割合 

2015 2016 2017 2018 2019  
H27 H28 H29 H30 R1 

一般市民により目撃された 

心肺機能停止患者数(人)(Ｃ) 
736 809 807 784 768 

目撃から通報までに 10 分以

上要した患者数(人)(Ｄ） 
79 100 87 76 104 

目撃から通報までに 10 分以

上要した患者数の割合（Ｄ／Ｃ） 
10.7％ 12.4％ 10.8％ 9.7％ 13.5％ 

 
 
１ヵ月後の生存率と目撃から通報までに10分以上を要した患者数の割合の関係 
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１ 月後 生存率 目撃  通報  10分以上を要した患者数の割合との関係
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